
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №89 放課後児童会運営事業 担当課 青少年課 予算費目名
款 項 目 

１０ ６ ９ 

事業概要 

及び目的 

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童の健全な育成と事故防止を図るために、

遊びや生活指導を行う。 

大規模化が予想される児童会については、計画的に施設を整備し、規模の適正化を図

る。 

成 

果 

目 

標 

成果指標 全入制の維持（希望者全員） 
年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 208,244,000 171,501,000 206,270,000 196,007,000

計画値 入会児童数 
決算額（単位：円） 183,985,431 161,088,143 177,878,651

従事職員数 4 4 4

事業の 

位置づけ 

章 １ 豊かな人間性と暖かさを育むまち ★左記施策（号）との結び付き 

就労している保護者が安心して働くことができると共に、児童の安全と健全

な育成を図る 

従事延べ日数 910 910 910

節 １ 豊かな人間性を育む教育の推進 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある ■将来困難だが可能性はある □余地なし 

項 ３ 学校、家庭、地域社会が一体となった教育の推進 相手は？：□市民  □市民活動団体  ■企業・学校等 

号 ３ 青少年の健全育成の推進 形態は？：公設民営 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 21 日記入  平成 22 年 5 月 17 日記入  平成 23 年 4 月 14 日記入 

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 実施 
実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定 
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 

完了した事項 

・津田沼児童会分割の実施 

・大久保児童会分割の実施 

・放課後児童指導員の研修の充実 

児童数の推移を見なが

ら対応を検討している 

・放課後児童会相談員を２名とし、体制を強化した。 

・放課後児童育成料の改定に取り組んだ。 

・放課後児童指導員の待遇改善 

児童数の推移を見なが

ら対応を検討している 

・鷺沼児童会分割の実施 

・ 

・ 

児童数の推移を見な

がら対応を検討して

いる 

継続している 

事項 

・今後大規模化が予想される児童会への対応 

・ 

・ 

・今後大規模化が予想される児童会への対応 

・ 

・ 

・今後大規模化が予想される児童会への対応 

・ 

・ 

未着手事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

改善案 

学校の余裕教室等を一時的に借用 

児童会の分割の実施 

 

 

成果指標 学校の余裕教室等を一時的に借用 

児童会の分割の実施（平成 22 年度において(仮称)鷺沼第二

児童会室を建築予定） 

成果指標 学校の余裕教室等を一時的に借用 

児童会の分割の実施 

成果指標 

実績値 

６３１ 
(希望者全員) 

達成率 

１００％ 

実績値 

６６２ 
(希望者全員) 

達成率 

１００％

実績値 

６４２ 
(希望者全員)

達成率 

１００％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 23 日協議実施  平成 22 年 5 月 20 日協議実施  平成 23 年 4 月 18 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童の健全な育成と事故防止を図るため

に、放課後児童会を運営していくため 

★上記を選択した根拠 

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童の健全な育成と事故防止を図るために、放

課後児童会を運営していくため 

★上記を選択した根拠 

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童の健全な育成と事故防止を図るため

に、放課後児童会を運営していくため 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

育成料について改正（値上げ）を検討する 

児童会施設の改善 

児童の状況に応じた指導員の配置 

児童会施設の改善 

児童の状況に応じた指導員の配置 

児童会施設の改善 

児童の状況に応じた指導員の配置 

前年度改革案の 

実施状況 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。


